
三世代同居対応改修工事 

７．石友リフォームサービス株式会社 

８．株式会社アイジーコンサルティング 



平成29年度長期優良住宅化リフォ－ム推進事業

〜⽯友のロングライフリノベ―ション〜
―暮らしをカタチにするー

□事業概要
○事業エリア ○会社概要

〈富⼭県エリア〉〈⽯川県エリア〉〈福井県エリア〉〈埼⽟県エリア〉
5店舗 5店舗 3店舗 3店舗

計12店舗
2
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□業務内容、リフォ－ムの実績
○⽯友グル－プの総合⼒

○⽯友リフォ－ムサ－ビスの実績

□〈建築関連資格取得者数〉計163
・⼀級建築⼠ 3 ・福祉住環境
・⼆級建築⼠ 48 ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ3・2級 17
・耐震技術認定者 44 ・宅地取引主任者 13
・ｲﾝﾃﾘｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 10 ・既存住宅現況検査技術者 29
□品質へのこだわり

品質は「サービス」せす。⽊材をはじめリフォームに使⽤
する建材の品質はもちろん。お問合せから打合せから、着
⼯、完成、アフターメンテナンスと永続的にご満⾜頂ける
品質の提供を追及しています。常にお客様⽬線を忘れずに
モノとココロの両⾯を⼤切にしたリフォームだからこそ、
多くのお客様から信頼を得ることが出来ました。

3

□⻑期優良住宅化リフォ－ム推進事業等の実施件数
○現在までの実施件数 ○その他の補助⾦

○エンドユ－ザ－への普及活動

・平成23年度⻑期優良住宅先導事業 （採択19件）

・リフォ－ムフェアでのセミナ－＆ブ－ス設置

・ショ－ル－ムでの紹介コ－ナ－と体感ブ－ス設置

・チラシで⻑期優良〜の紹介と設計相談会案内

・ホームペ－ジでの紹介

・現場（構造）⾒学会の実施

〈国の補助⾦〉
・既存住宅流通活性化等事業
・住宅・建築物賞エネ改修等推進事業
・住宅ストック循環⽀援事業
・既存住宅における⾼性能建材導⼊促進事業
〈地⽅の補助⾦〉
・耐震改修⽀援事業
・三世帯同居型助成⾦ 等
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□社内での研修会
○補助⾦は複雑で判り難い為、営業、設計、コーディネーター、⼯事担当向けの研修会の実施
⇒公募後では遅いので発表前にユ－ザ－に説明出来る様に研修会を実施。

補助⾦の社内研修⾵景 ・公募1〜2ヶ⽉前に再度補助⾦の
概要説明を⾏い公募直後に当年度
の補助⾦の詳細の研修会を⾏う。

・着⼯前に設計担当は⼯事担当に
対象⼯事内容、仕様、⼯程等の
詳細を説明。

・補助⾦対象⼯事が確実に施⼯さ
れているかの中間検査の実施。

→施⼯上困難な部分は今後の改
善情報として記録、保管し社
内情報開⽰する。

⼯事中間検査

事例の情報共有化⇒イントラネットの活⽤ ・営業段階でのプレゼン⼿法の社
内的な情報共有化。

→社員共有情報ネットワ－クに
より過去の事例を参考に出来る
。

・営業、設計担当間で契約前に補
助⾦申請の為の評価基準適合確
認チェックシートにより必要書
類、計画内容、仕様、⼯程等の
確認。

適合確認チェックシート

チェックシ－ト
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□本事業の活⽤の背景
○⽯友のロングライフリノベ－ションの考え⽅の合致
〈基本的な考え⽅〉
特に多世帯同居型等の⼤規模改修においては、すまいのあり⽅を過去〜

現在〜将来に渡る時間軸で捉える事が
最も⼤切であると考えます。 設計プランニングにおいてはお客様のご要
望、そして現在までの⽣活と住まいの
問題点と将来への⽣活イメージ、ライフスタイル、今後のライフステージ
の変化とご家族の共通認識等を考慮し
た⾔わば「暮らし」から発想する住まいの「カタチ」を提案します。
同時に暮らしを担保する器としての住宅として⻑期に渡る快適、安⼼、

安全を具現化する新築に近づく住宅性
能の確保も同様に納得、満⾜出来るリフォームの重要な要素となります。
⼜、⼯事費との費⽤対効果、将来のご家族様の⽣活設計（家計）も想定

したトータルプランニングを提案させ
て頂きます。⽯友のロングライフリノベーションとは、住宅の⻑寿命化、
資産価値向上、住み継ぎ出来るすまいを⽬指します。

○本事業活⽤のメリット
〈ユ－ザ－様〉
・既存住宅を活⽤して新築に
近づく住宅性能で安⼼、快
適で⻑持ちする住まいの改
修が可能。→国の補助⾦制
度の安⼼感。

・住宅性能など計画内容が基
準を満たしているか業者以
外の第三者の技術審査等を
受ける為に安⼼。→業者任
せにならない。

・30年間の維持保全計画書で
の定期点検により将来への
メンテナンスも考慮されて
いる。

・既存⾯積を⽣かす事により
新築以下のト－タルコスト
が可能。

〈業者側〉
・社内的な住宅性能に関する
ノウハウの蓄積。

・他社との差別化。
・改修でも新築に近い住宅性
能が実現出来る説明により
改修顧客の取込が期待出来
る。

・補助⾦制度の啓蒙活動によ
り会社のイメージＵＰ に繋
がる。
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□補助⾦申請までの進め⽅-1
○補助⾦を利⽤されるユ－ザ－様の傾向 ○補助⾦対象の改修に向けた説明ツール

○打合せスケジュールシート
⇒先ず初めに打合せの予定を⽰す

・５０代後半以降のご夫婦が若世帯との三世帯同居を
希望。
⇒将来のライフステ－ジの変化に対応（住み継ぎ）
⇒親世帯の将来の介護等と若世帯との同居⽅法の⼼
配。

・新築ほどの予算を掛けたくない⇒予算設定が重要。
・今まで住み馴れた住まいを活⽤したい。
・新築と補助⾦利⽤の改修との費⽤対効果の違いが納
得出来るか。

・業者選択において将来を⾒据えた多世帯リフォーム
で要望を適える設計、施⼯⼒、確りしたアフターメ
ンテナンスが出来るかを⾒極めたい。

・必要な住宅性能、仕様及び⼯事内容、打合せ
スケジュ－ルがわかり難い。
⇒Ａシート：補助⾦対応仕様への打合内容を
プレゼンします。

⇒Ｂシート：補助⾦対象⼯事内容と住宅性能、
仕様、インスペクション、維持保
全計画等の概要を説明します。

⇒Ｃシート：計画途中で補助⾦を含めた資⾦計
画表の提⽰。

⇒Ｄシート：耐震と省エネ性能の改修前後の性
能⽐較をわかり易く説明出来る⽐
較表の提⽰。

⇒Ｅシート：新築と改修のト－タルコスト⽐較
表の提⽰。

⇒Ｆシート：「暮らしインタビューシート」で
ご家族の１週間の⽣活時間帯を参考にライフ
スタイルを反映させたプラン提案。

※本事業は、⼀般のユ－ザ－からは難しく受
取られており⾔葉では伝わり難いので出来
る限り写真や図表を⾒せながらのプレゼン
テーションが必要と考えこれからの打合せ
のスケジュ－ルシ－トから始まり打合せの
節⽬毎で説明ツールを使いながらお客様と
⼀緒に理解を深めてゆく流れが⼤事だある
と考えます。
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□補助⾦申請までの進め⽅-2

A-1シート A-2シート

※お客様とのヒアリングから補助⾦を使う⽅向性が⾒えた段階から本事業に必要な作業の全体を
説明する為にAシートを使いながら当社の「基本的な考え⽅」、確認申請等の必要書類、イン
スペクション、補助⾦対象⼯事、資⾦計画、耐震及び省エネ計算書、「暮らしインタビュ－」
に基づく間取りプラン（動線計画、収納計画）等の内容を（ハード）（ソフト）（コスト）３
⾯からの各種プレゼンテーションを進める旨の説明を⾏います。
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□補助⾦申請までの進め⽅-3
Ｂ-1シート：⼯事内容と住宅性能、仕様、ｲﾝｽﾍﾟｸｼｮﾝ、維持保全計画等の概要を説明 Ｂ-3シート

Ｂ-2シート ※補助⾦対象⼯事の概要を〈劣化対策〉〈耐
震性〉〈省エネ対策〉〈維持管理〉及びイ
ンスペクション、維持保全計画書、住宅履
歴等の説明を⼯事写真と⽬標の性能数値を
⽰しながら説明します。
特にインスペクションと３０年維持保全

計画書作成は、他の補助⾦との違いが認識
され⼤きな期待感を持たれる事が多いと思
われます。

9

□補助⾦申請までの進め⽅-4
Ｃシート：補助⾦を含めた資⾦計画表 Dシート：新築と改修のト－タルコスト⽐較表

※計画内容が８割程度決まってきた段階で補助⾦を
含めた概略の改修⼯事費を含む全体予算を⾒て計
画の⽅向性を確かめます。
資⾦計画表は、通常改修⼯事と補助⾦対象⼯事

その他付帯⼯事額、経費と補助⾦額とローン減税
及び⾃⼰資⾦と借⼊れの額の全体予算を検討しま
す。

※「新築と改修トータルコスト⽐較表」は、⼯事額
、税⾦、経費、と補助⾦、所得税減税等マイナス
部分も考慮したトータルコスト⽐較にて改修⼯事
のコストメリットを確認します。
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□補助⾦申請までの進め⽅-5
E-1シート：耐震性能の改修前後の性能⽐較 E-2シート：省エネ性能の改修前後の性能⽐較 Fシート：暮らしインタビュ－シ－ﾄ

※耐震補強計画及び省エネ計画は、計算書にて改修前後の性
能⽐較と補助⾦対象⼯事として計画内容が要件を満たして
いる事と性能値の等級での新築との⽐較も同時に説明する
。
耐震、省エネ計画は間取りプランと⼯事額にも影響する

ので両⽅同時並⾏でプレゼンテーションを⾏う。

※ご家族全員の時間帯毎の⽣
活状況とコミニュケーショ
ン状況を参考に間取りプラ
ンの各室配置、仕様、動線
計画、収納計画を進める。
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□三世帯同居対応改修⼯事の受注、申請に繋がる要因
○地域の住宅特性と世帯特性 （統計は平成２２年国勢調査より）

⇒特に富⼭県において多世帯同居改修が多い（改修⼯事⾦額1500万以上で８割以上）

○受注、補助⾦申請に繋がる要因

・持ち家率78.35%（全国1位）〜世帯2/3が住宅延べ⾯積100㎡以上〜昭和以前の殆ど和室２間
続き
・１世帯当り⼈員2.79⼈（全国4位）〜３世帯同居割合は減少傾向16.1%（全国5位）
・⼈⼝減少、少⼦⾼齢化〜⼥性就業率（共働き）⾼い〜マイカー保有率⾼い〜勤労者可処分所得
（全国上位）〜保守的で貯蓄志向強い

・家へのステイタス志向が強い（親世帯）/利便性、快適性重視（若世帯）

・当初から三世帯同居改修の要望が多いが、同時に新築との⽐較も検討したい。
⇒親世帯との共通認識が必要で打合せは双⽅同席のもと⾏うが重要。
〜家に対する価値感が違う為、双⽅のヒアリングが必要（間取り、予算、改修⼯事内容等）
〜実際の改修事例として当社改修モデル展⽰場、構造内⾒会で改修⼯事の実現性を体感。

・住宅の⻑寿命化を⽬指す新築に近づく住宅性能と３０年間の維持保全計画、3世帯が住継ぎ可
能な将来を想定した間取りプランと予算設定で補助⾦の活⽤するメリットを提案。
⇒国交省の補助事業である事がユーザーに安⼼感を与える。+他の地⽅の補助事業、優遇制度
も活⽤。
〜初期段階で３世帯同居改修を意図していない⽅にも本事業の概要を説明する。
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□（三世帯同居対応型改修⼯事）事例紹介-１
○Ｍ様邸概要

○ご要望

〈改修前〉

・現在2階にて就寝している為、防犯（過去に空巣被
害）対策と将来の介護の事を考え1階に移り平屋減築
をしてこれを機会に県外に住んでいる息⼦夫婦との
同居を考えたリフォームをしたい。

・新築も考えているが出来れば愛着のある今の家を⽣
かしたリフォームがしたい。・・・全体の建築費し
だいで決める。

・間取りは、⽣活時間帯が違うので若世帯とお互い気
兼ねなく⽣活でき時には、週末など⼀緒に⾷事など
出来れば良い。

・⼤規模リフォームになった場合新築の様な安⼼で快
適な断熱、耐震、防犯を考えた使⽤にしてほしい。

・将来的には、代が変わっても対応できるプランを希
望。

〈ご家族構成〉
・親世帯：祖⽗75歳/祖⺟68歳
・若世帯：ご主⼈48歳/奥様45歳/⻑⼥7歳
〈性能向上リフォームの概要〉
・評価基準型（2）+3世帯同居改修
〈建物概要〉
・住宅の所在地：富⼭県富⼭市
・⽊造２階建て 確認申請⽇：昭和63年７⽉23⽇/築28
年
・住⼾⾯積：178.3㎡ /今回増築⾯積：34.78㎡
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〈改修後〉

〈１階：平⾯図〉

□（三世帯同居対応型改修⼯事）事例紹介-2

○三世帯同居対応プランのポイント

〈１階：既存平⾯図〉

〈2階：既存平⾯図〉

・ご要望の三世帯同居プランに重点を置いて各世帯が独
⽴した⽣活が出来る様にＬＤＫを挟んで寝室を配置し
親世帯の⽅では⼩さなＤＫを付属させた。

・⽞関とトイレは、各世帯専⽤の2ヶ所設置。
・ＵＢと脱⾐を兼ねた広めのユーティリティでは冬時期
の室内物⼲設置。

・平屋の屋根裏スペースの有効利⽤も考え吹付け硬質ウ
レタンフォームとした。

・暮らしインタビューにより⽣活時間に合わせた動線計
画（キッチン・洗濯・ゴミ出し動線等）と各室での暮
らし⽅を考慮した収納計画の打合せを綿密に⾏った。
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□（三世帯同居対応型改修⼯事）事例紹介-3
○現況調査 ○各種設計図⾯

○施⼯中
・屋根断熱：吹付硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ・防湿ｼｰﾄ敷き

・基礎補強：ｱﾗﾐﾄﾞ繊維ｼｰﾄ ・耐震補強：筋交い+耐⼒⾯材

〈基礎伏図〉⇒基礎補強+防腐防蟻処理+防湿ｼ－ﾄ+床下換気
⼝

〈断⾯図〉⇒外壁防腐防蟻処理+断熱材/サッシ+⼩屋裏換気
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□（三世帯同居対応型改修⼯事）事例紹介-4

ｂｅｆｏｒ

ａｆｔｅｒ
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□（三世帯同居対応型改修⼯事）事例紹介-5
○ユーザー様の声（当社：太⿎判） ○今後に繋がるユ－ザ－様の評価

〈住宅性能向上⼯事の満⾜、安⼼度〉
・新築並みの耐震、断熱性能があり家を⻑持ちさせる防
腐防蟻処理などと合わせた⻑期のメンテナンス、定期
点検があり安⼼である。

・断熱性ＵＰにより冷暖房費が節約できて良い。
・冬場の⾵呂上りが寒くなくヒートショックなど安⼼で
ある。
〈住み⼼地〉
・改修前より明るく広くなり各室の移動がスム－スで家
全体に無駄なスペ－スが無くなった。

・建物として不安感が減りリビングや寝室でゆったり過
ごせる。⼜、休⽇などで孫などと話が出来るので楽し
みが増えた。

・⽇中仕事に出ている間、祖⽗さん婆さん⼦供を診て貰
えるので助かっている。
〈快適さ〉
・断熱材とサッシのお陰で暖かさ意外に周囲からの騒⾳
も静かになった。同時に防犯対策にも安⼼である。

・床断熱⼯事で下地から替えて段差が無くバリアフリ－
になり⾜元の危険が無くなり安⼼出来る。

〈くらしの変化〉
・ＬＤＫを挟んで寝室がそれぞれ独⽴している為、休⽇
などみんなで⾷事を共に過ごす機会が増えた。

・親戚、友⼈など来客が多くなり家が賑やかになった。

〈太⿎判〉について
当社はお客様満⾜100％⽬指して⼯事完了後に

アンケートを実施しておりお客様の率直なご意
⾒をお聞きし今後の打合せや⼯事中の対応を少
しでも改善出来る様に参考にさせて頂いており
ます。
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□今後の課題 / 補助⾦活⽤による社内的メリット

○補助⾦活⽤による社内的メリット

〈社内〉
・専任担当の申請業務の作業効率化、負担の軽減

⇒基本的な住宅性能設定と各部仕様の共通化
⇒認定⻑期優良住宅化、⾼度省エネルギー型へレベルＵＰ+本事業以外のユーザーへの普及促進。

・他社との技術的な差別化
⇒特に耐震、省エネにおいて当社独⾃の技術開発とコストダウン。

・維持保全計画（定期点検）と住宅履歴の活⽤ ⇒既存顧客の中⻑期管理。
・住宅診断（ｲﾝｽﾍﾟｸｼｮﾝ）の⾼度化

⇒実際の改修前後の耐震性能（常時微動計測）、省エネ性能の計測での検証。
・住宅履歴写真撮りに⼿間取っている。

⇒⼯程毎でタイミングが合わず⼯事前、中、後の写真が揃わない場合のあった。
〈ユーザ－様に向けて〉
・⼤規模改修以外の⼩規模改修（500〜1000万円前後）においても住宅性能向上仕様を取⼊れる

⇒特に⾼齢の単世帯（予算が限られる場合）の⽅への寝室などの部分耐震や部分断熱の提案等。
⇒性能向上改修の予算化が難しい中古住宅改修の提案⽅法。

・気軽に相談出来る補助⾦、優遇制度等の窓⼝の設定。
⇒補助⾦と対象⼯事内容、仕様等が⼗分認識されていないので何時でも問合せに対応出来る体制作り。

〈営業〉
・他社との差別化に有効。
・ハード、ソフト、コストの⾯で営
業ト－クの幅が広がる。

・建物として技術的認識が深まる。
・完成後、定期点検などでＯＢ顧客
管理が容易。

〈設計・ＩＣ〉
・住宅性能についての認識が深まる。
・間取り以外の将来を⾒据えた住宅性
能を考えた幅のあるプラン提案が出
来る。

・プレゼン⼿法の幅が広がる。
・補助⾦申請において住宅関連の国の
政策や精度の認識が深まる。

〈⼯事〉
・耐震、断熱などの住宅性能への施⼯⽅
法の精度向上が期待できる。

・営業、設計と共通認識をもって⼯事管
理を進める事が出来る。→各担当のコ
ミニュケーションが深まる。

・施⼯経験が他の⼯事にも⽣かせる。 18
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長期優良住宅化リフォーム推進事業

株式会社アイジーコンサルティング

Copyright © 2016 Ig Consulting All Rights Reserved.

会社説明

Copyright © 2016 Ig Consulting All Rights Reserved.

株式会社アイジーコンサルティング
建設業許可 宅地建物取引業 一級建築士事務所

事業内容：新築、リフォーム、耐震補強、設計・施工管理、不動産仲介他
本社 ：静岡県浜松市
事業所 ：千葉、さいたま、東京～名古屋、岐阜 20拠点

創業 ： 1899年（明治32年）

社員数 ： 200名

有資格者 ：建築士22名
建築施工管理技士5名
宅地建物取引士6名 他多数

277



建築事業部概要

■屋号 ：アイジースタイルハウス

■事業所：名古屋市、愛知県豊橋市、静岡県磐田市

■事業内容：木造注文住宅の建築・設計・リフォーム工事全般

株式会社アイジーコンサルティング

Copyright © 2016 Ig Consulting All Rights Reserved.

■平成28年度リフォーム実績

売上高：1.9億(長期優良RF該当:約6800万)

■平成28年度 長期優良RF補助実績

補助件数：11件 補助金額：7589千円

3

古民家再生＋耐震補強＋断熱リフォームを中心とした

大型リフォーム工事

リフォーム実績

株式会社アイジーコンサルティング

Copyright © 2016 Ig Consulting All Rights Reserved.
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全体的な断熱向上リフォーム＋各種補助金活用を行った

大型リフォーム工事

リフォーム実績

株式会社アイジーコンサルティング

Copyright © 2016 Ig Consulting All Rights Reserved.
5

築数十年の中古住宅を全面的にフルリノベーションした

大型リフォーム工事

リフォーム実績

株式会社アイジーコンサルティング

Copyright © 2016 Ig Consulting All Rights Reserved.
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木造住宅を主に、

耐震補強・断熱性能向上を中心としたリフォームを中心に活動してお
ります。

建築事業部コンセプト

株式会社アイジーコンサルティング

Copyright © 2016 Ig Consulting All Rights Reserved.
7

本事業の対象顧客

Copyright © 2016 Ig Consulting All Rights Reserved.

・持家リフォーム、中古住宅購入どちらの顧客層にも適用可

・耐震・断熱・外壁塗装や屋根貼替等、多方面のリフォーム工事

に対しても対応が可能な制度であった。
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■補助金活用セミナーの実施

・概要：3月頃より毎月2~3回のセミナーを実施。

・目的：当事業はエコポイントなどと比較して認知度が低い為、

当事業の存在をセミナーにて告知し、一般顧客への浸透を

深める事

・内容：約一時間、「長期優良住宅化リフォーム推進事業」

の概要・メリットを伝える。

参加者のお客様が実際に活用できる可能性をアドバイス

・場所：設備ﾒｰｶｰｼｮｰﾙｰﾑ、公民館など

本事業の告知活動①

Copyright © 2016 Ig Consulting All Rights Reserved.

9

■補助金活用セミナーの集客方法

・ホームページ：実施1ヵ月前より、セミナー開催を告知。

・折込広告 ：開催場所周辺へ新聞折込広告を行い、

新聞購読層の方への告知を毎回実施。

・ブログ ：社員ブログを活用し、セミナー開催の告知

本事業の告知活動②

Copyright © 2016 Ig Consulting All Rights Reserved.
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■「リフォームで生活向上プロジェクト」活用

国土交通省、経済産業省後援の「リフォームで生活向上プロジェクト」に参加
し、サイト内でもセミナー等の活動情報を告知

リフォームで生活向上プロジェクト HPサイト
http://www.reform‐pj.com/

本事業の告知活動③

Copyright © 2016 Ig Consulting All Rights Reserved.

11

本事業の告知活動④

■補助金活用セミナーの実績
・集客成果：セミナー一回につき、5組程度の参加者

・2016-03-16～2017-03-15の約1年間で約150組程度の集客実績

■補助金活用セミナー受講者の反応
・ほとんどの方は本制度を知らない為、セミナーを聞くことで、

この様な制度がある事に非常に驚くケースが多い。

・受講者は補助金として受けられる金額、

その為に必要なリフォームの内容に、

強く関心を持たれる。

Copyright © 2016 Ig Consulting All Rights Reserved.

1282



本事業の告知活動⑤

Copyright © 2016 Ig Consulting All Rights Reserved.

セミナー配布資料一例

13

今回の支援制度を積極的に活
用するに当り、

社内有資格者には、ほぼ全員
既存住宅現況検査技術者の資
格を取る事とした。

社内のインスペクション技能
向上、現場・お客様への対応
力強化の効果があった。

社内体制整備

Copyright © 2016 Ig Consulting All Rights Reserved.
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3世代同居改修工事対応活用事例紹介

Copyright © 2016 Ig Consulting All Rights Reserved.

建設年：昭和62年

築年数：築32年

地上２階建て

住戸面積：225.18㎡

15

3世代同居改修工事対応活用事例紹介

Copyright © 2016 Ig Consulting All Rights Reserved.

『劣化対策』

・既存浴室をユニットバスに交換

⇒約１２０万円

『耐震性』

・間取り改装を伴う為、

建物全体を耐震診断⇒耐震補強

⇒約２３０万円
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3世代同居改修工事対応活用事例紹介

Copyright © 2016 Ig Consulting All Rights Reserved.

『省エネルギー対策』

・特定としてでは無く、

その他工事として一部実施

⇒約２５万円

『維持管理』

⇒工事無し

『３世代同居改修』

・１階にキッチンを増設

⇒約１５０万円

17

活用事例紹介

Copyright © 2016 Ig Consulting All Rights Reserved.

・劣化対策

・耐震性

・省エネ性

・維持管理

・その他性能向上

補助対象工事費項目 補助額

1,200,000円

2,300,000円

0円

0円

250,000円

400,000円

766,000円

0円

0円

83,000円

(上限)1,000,000円3,750,000円

＋3世代同居改修 1,500,000円 500,000円

(補助額合計)1,500,000

円

3世代同居改修工事対応
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[社員教育]

顧客への正しい案内

実際に必要な工事内容や補助金額の算定

[制度学習]

他の補助制度(経済産業省・地方公共団体)との

整合性や顧客メリットを分り易くまとめる事

今後の課題

Copyright © 2016 Ig Consulting All Rights Reserved.
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